
平成 27 年 6 月吉日 

関係各位 

                                

船橋市リハビリセンター 

センター長 天本 健司 

船橋市地域リハビリテーション 

第 17 回地区勉強会（中東部）開催のご案内 

 

拝啓 皆様方におかれましては益々ご盛栄の事とお慶び申し上げます。 

日頃より、船橋市地域リハビリテーション事業につきまして格別のご理解と

ご協力を頂き心より御礼申し上げます。 

 下記日程で地区勉強会（中東部）を行います。ご多用のことと存じますが、

皆さまお誘いあわせの上ご参加頂ければ幸いでございます。 

敬具 

記 

 

【日時】 平成 27 年 7 月 23 日（木曜日） 18：45～21：00（18:15 受付開始） 

【場所】 千葉徳洲会病院 3 階 講堂 

【内容】  

☆ミニレクチャー：「利用者ニーズに応えるために ～リハ職の役割～」（仮題） 

☆多職種による事例検討会        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【申込先】 別紙にて 7月 10 日（金）までに FAX にてお申し込み下さい。会場の都合上申込多

数の場合はお断りする場合がございます。お断りの場合は 7月 13 日（月）までに FAX にてお返

事いたします。参加可の場合は 7月 21 日に事例を FAX いたします。 

以上 

●お問合わせ 船橋市リハビリセンター  ℡047-468-2001 担当江尻 

 

【お知らせ】地域リハビリテーション拠点事業のホームページができました。年間スケジュール

が確認でき、申込書をダウンロードできますので、「船橋 地域リハ事業」で検索してください！ 

 

テーマ：「家で暮らす」ということは 

 ～利用者目線・医療者目線～ 

 

 症例は 65 歳 女性 くも膜下出血の既往があったが ADL は自立していた。昨年 1 月再度くも膜下出血を

発症、急性期・回復期を経て自宅退院となった。左片麻痺・高次脳機能障害が残存し、動作は全般的に緩慢。

栄養は胃瘻から摂取。ADL は中等度介助。入院中支援したスタッフは在宅生活が成り立つか心配であったが、

退院後さまざまなサービスを利用し、生活が続いている。事例を通して、医療者側が考える「暮らし」

と患者・家族が考える「暮らし」の違いを考え、それぞれの職種ができることを話し合います。 

 



 

 

 

 

平成 27 年 7 月 23 日（木） 

地域リハ地区勉強会（中東部）に参加します 

 

事業所名                      

連絡先 TEL/          / FAX         

 

申込担当者（必須） 

部署・氏名 

（参加の可否は申込担当者様にご連絡します。参加者と重複する場合もご記入ください。） 

部署            氏名 

 

 

 

参加者 

氏名             （       ・   年） 

氏名             （       ・   年） 

氏名             （       ・   年） 

氏名             （       ・   年） 

氏名             （       ・   年） 

氏名             （       ・   年） 

※経験凡その年数の記載をお願いいたします。グループ分けの参考にさせていただきます。 

 

FAX 送付先 047-468-2059 

船橋市リハビリセンター 古宮 宛 

（7 月 10 日締め切り）HP 

ふりがな 

（職種       ・ 経験年数） 

ふりがな 

ふりがな 

ふりがな 

ふりがな 

ふりがな 


